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会社概要
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Ａ(アナログ) Ｄ(デジタル)変換技術を根幹に

「はかる」を事業領域として

様々な分野の電子計測機器を提供します

会 社 名 株式会社エー・アンド・デイ

事 業 所 本社：東京都豊島区 / 開発・技術センター：埼玉県北本市

国内：関係会社・営業所・事業所 22拠点

海外：12か国15拠点

設 立 昭和52年 5月 6日

資 本 金 63億8,867万円(2020/3/31現在)

従 業 員 716名(連結 2,633名）(2020/3/31現在)

事業内容 電子計測器、産業用重量計、電子天びん、医療用電子機器

試験機 その他電子応用機器の研究開発、製造、販売



創業の経緯
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２ 社名の由来

開発・技術センター

14名が集団でスピンアウト
自分達が持つ技術を最大
限生かし発展させ、産業
社会に貢献する計測器の
創造を目指して創業

１ 技術者が集まって立ち上げたベンチャー企業です

自然界の情報

アナログ量
デジタル数値変換

アナログの「Ａ」 デジタルの「Ｄ」

当社の創業当時からの基幹技術

Ａ＆Ｄ

タケダ理研工業㈱
（現「アドバンテスト」
世界的な半導体試験装置
メーカ）



会社の沿革
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1977年 ㈱エー・アンド・デイ設立

重量指示計のインジケータを開発し計量機器事業に参入

電電公社(現 ＮＴＴ)電気通信研究所より電子ビーム露光装置のビーム偏向

用「Ｄ/Ａ(デジタル／アナログ)変換器」を受注

1978年 超ＬＳＩ研究組合向けＤ/Ａ変換器を受注

1982年 研精工業㈱を子会社化、電子天びん事業に参入

北米・中南米の販売拠点として、米国にA&D ENGINEERING, INC.を設立

1983年 音・振動の波形を解析するＦＦＴアナライザ「ＡＤ－３５２１」を開発(１５

ｂｉｔ,１００ｋＨｚは当時世界最高性能)

1987年 ㈱タケダメディカル（1989年に合併）と一手販売契約を締結、医療・健康機

器事業に参入

1993年 ㈱オリエンテック（現 連結子会社）と業務提携、試験機事業に参入

2000年 計測・制御・シミュレーションシステム「ＡＤ－５４００シリーズ」を開発

2005年 MTS Systems Corporation社のPowertrain Technology部門を譲り受ける

2006年 東京証券取引所第一部上場

2013年 ウェイトチェッカ・金属検出機等の検査機器事業に参入

2015年 日本アビオニクス㈱より工業計測事業を譲り受ける

2018年 半導体測定・検査装置メーカーの㈱ホロンを連結子会社化



価値創造プロセス
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強み強み 事業領域事業領域 創出価値創出価値 社会価値社会価値

売上成長

過去最高益

環境変化環境変化

グローバル化

デジタル化

少子高齢化
グローバル展開

幅広い応用領域

計測・計量

医療・健康

※Ａ/Ｄ・Ｄ/Ａ変換技術＝アナログとデジタルの変換技術

新
し
い
価
値
の
創
出
を
支
援
し
、

産
業
の
発
展
と
健
康
な
生
活
に
貢
献

Ａ/Ｄ・Ｄ/Ａ

変換技術※



国内拠点
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当社営業所および事業所 １４箇所
関係会社 ８社



海外拠点
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海外
製造関係会社 ３社
製造兼販売関係会社 １社
販売関係会社 １０社
駐在員事務所 １社



事業内容①
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計測機器事業

音や振動、あるいは厚みや強度、変位など、様々な現象・物理

量を計測し、解析するための計測機器を研究開発・製造・販売し

ている事業です。

動的粘弾性自動測定器

小型4ch振動・
騒音解析システム

卓上型引張圧縮試験機 引張試験機



事業内容②
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計量機器事業

対象物の質量（重さ）を測定するための計量機器を中心に研究開

発・製造・販売している事業です。

研究開発向けから生産、検査、学校向けまでの幅広い用途にお応

えしており、１㎍から数千ｔまで、高精度かつ正確に量ることがで

きる製品を揃えております。

Ｘ線検査機デジタル台はかり

オムニエース

熱中症指数モニターマイクロ電子天秤



事業内容③

10

ＶＭＳ
（Vehicle Measurement System）

ＲＲ-ＣＤ
（Real road-Chassis dynamo）

テストベンチ

（Test Bench）

MILS(Model in the Loop simulation)

HILS(Hardware in the Loop simulation)

台上走行試験

エンジン・駆動系
ユニット試験

シミュレーション
による車両設計検証

実車走行試験

ＤＳＰ機器事業
ＤＳＰ（Digital Signal

Processing）は、計測・制御・

シミュレーションを一体化した、

当社独自のテクノロジーです。

計測したデータを基に実際の動

作を制御する技術に加え、これ

まで設計段階でコンピュータモ

デルを使い、次いで試作機で

データを収集・分析するといっ

た過程を踏んでいたシミュレー

ションの作業を一度に行うこと

ができるため、開発期間の短縮

やコスト削減に貢献します。



事業内容④
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半導体関連事業

微細な半導体の回路を描画するための手段とし
て、主にマスク製造（半導体のネガの様なもの）
に電子ビームが利用されておりますが、当社は電
子ビーム露光装置に組み込む基幹ユニットを半導
体露光装置メーカーに提供しています。

当社が提供するビーム偏向回路は電子ビームの
照射方向を制御するもので、精度・速度ともに世
界最高水準です。

また、電子銃は電子ビームを発生させる設備で、
世界でもトップクラスの出力と安定稼働率を備え
ており、ナノスケールの観察測定が可能な電子顕
微鏡や、ナノスケールの加工に利用する電子ビー
ム微細加工装置などへ応用されています。



事業内容⑤
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医療機器事業
医療・介護施設向けのさまざまな計測・計量機器を研究開発・

製造・販売する事業です。血圧計やベッドサイドモニターなどの

医療機器、産業用計量器で培われた技術を活かし医療・介護施設

向けに開発した車椅子用体重計やストレッチャ型体重計などのメ

ディカル計量器があります。

全自動血圧計 セントラルモニター ストレッチャスケール バリアフリースケール

医療機器 メディカル計量器



事業内容⑥
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健康機器事業
家庭で使用できる血圧計・体重計等を研究開発・製造・販売し

ている事業です。特に家庭用血圧計は世界の市場でも有数の生産

台数を誇っております。ICTや遠隔医療へも対応すべく、通信機能

付き製品の拡充に取り組んでいます。

通信機能付体重計上腕式ホースレス血圧計 BLE内蔵血圧計



トピックス
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～新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の感染拡大防止～

役立つ当社製品のご紹介

･触れずに体温チェック

非接触体温計 でこピッと（UT-701）

･体温データを継続的に記録し管理

BLE内蔵体温計 UT-201BLE

･触れずに計る～手洗いは25秒以上で効果的～

非接触タイマー/
スマートスタート タイマー
100分形デジタルタイマー AD-5715

当社英国現地法人がワクチン試験にデジタル温度計500台を提供




